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'
-
サ
紙
　
a
 
a
　
菜

読
む
力
を
つ
け
る
国
語
教
育

書
　
l
-
力
を
つ
け
る
国
語
教
育

浮
栢
康
彦
先
生
は
'
昭
和
五
十
九
年
八
月
に
J
r
読

む
力
を
つ
け
る
国
語
教
育
し
t
 
r
婁
-
力
を
つ
け
る
国

語
教
育
し
の
両
署
を
上
梓
さ
れ
た
。

浮
桁
康
彦
先
生
の
国
語
教
育
研
究
へ
の
取
り
組
み

は
'
恩
師
で
あ
る
野
地
潤
家
博
士
が
t
 
r
読
む
力
を

っ
け
る
国
語
教
育
L
の
序
に
於
て
'
「
広
島
高
等
師

範
学
校
・
広
島
文
理
科
大
学
で
学
ん
だ
著
者
浮
橋
康

彦
氏
は
、
卒
業
後
上
京
し
て
東
京
都
立
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
・
博
士
課
程
(
国
文
学

専
攻
)
に
入
学
し
て
'
再
び
新
た
に
近
世
文
学
の
攻

究
に
う
ち
こ
む
と
共
に
'
ほ
ぼ
一
〇
年
間
東
京
都
立

高
校
に
勤
め
て
国
語
科
授
業
の
実
践
的
研
究
に
熱
心

に
従
っ
た
。
著
者
の
豊
富
な
授
業
実
践
の
体
験
は
'

自
己
の
国
語
教
育
論
の
展
開
に
深
Y
か
か
わ
り
'
そ

の
授
業
論
や
教
材
論
に
も
積
極
的
に
生
か
さ
れ
て
い

る
。
」
と
」
紹
介
さ
れ
て
い
る
.
著
者
が
'
近
世
文
学

研
究
と
と
も
に
t
,
国
語
教
育
へ
「
熱
心
に
」
「
積
極
的

ヽ

ヽ

　

ヽ

に
」
取
り
組
ま
れ
た
気
塊
は
'
「
人
間
形
成
に
軍
っ

営
み
と
し
て
の
言
語
教
育
」
を
め
ざ
し
、
表
題
に
'

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

「
読
む
力
を
つ
け
る
」
　
「
書
-
力
を
つ
け
る
」
と
,

直
裁
的
に
冠
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

r
読
む
力
を
つ
け
る
国
語
教
育
]

本
署
の
内
容
と
構
成
は
、
著
者
に
よ
っ
て
1
次
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

呈
早
(
「
子
ど
も
を
生
か
す
国
語
の
授
業
」
)
は
,

国
語
科
授
業
論
で
あ
る
。
子
ど
も
の
発
想
や
反

応
を
生
か
し
'
授
業
の
過
程
に
組
み
こ
ん
で
'

全
員
7
人
残
ら
ず
主
体
的
に
学
習
に
参
加
す
る

よ
う
に
'
い
き
い
き
し
た
学
習
活
動
を
日
ざ
し

て
、
私
な
り
の
方
先
を
求
め
た
論
考
を
集
め
た
。

Ⅱ
草
(
「
表
現
・
理
解
の
関
連
指
導
」
)
に
は
'

現
在
も
国
語
教
育
の
方
法
論
と
も
て
'
広
く
関

心
を
集
め
て
お
り
'
多
-
の
考
案
が
な
さ
れ
て

い
る
「
関
連
指
導
」
に
つ
い
て
の
t
 
T
連
の
論

考
を
収
め
た
。

Ⅱ
翠
(
「
文
学
と
言
語
の
教
育
」
)
で
は
'
文
学

教
育
の
あ
り
方
を
'
文
学
言
語
の
可
能
性
を
土

台
と
し
て
'
言
語
の
教
育
の
視
野
の
中
で
問
う

た
。

」
」
,
 
-
(
「
一
　
誉
I
*
-
-
-
'
.
'
"
」
)
　
f
j
k
t

一
導
に
つ
小
て
'
説
明
文
の
械
能
と
形
成
過
程
に

薯
m
w
^
i
-
Z
K
Q
i
:
爪
　
　
　
た
'

Ⅴ
草
(
「
言
語
の
教
育
と
読
書
指
導
」
)
に
は
、

言
語
の
教
育
と
し
て
の
指
導
の
着
眼
点
と
'
読

解
・
読
審
指
導
の
新
し
い
あ
り
方
を
求
め
る
論

考
を
収
め
た
。

本
署
の
特
徴
は
'
ま
ず
へ
　
「
コ
ル
フ
遡
限
定
選
別

主
義
」
　
「
野
球
型
多
様
発
言
組
紙
」
　
(
H
草
)
等
の

巧

抱

a

a

り

　

E

E

3

3

S

り

斬
新
で
的
確
な
用
語
'
「
統
合
関
係
」
「
連
合
周
係
」
′

(
Ⅱ
章
)
二
言
語
的
人
間
」
(
Ⅴ
軍
と
t
.
学
際
約

研
究
に
よ
る
用
語
が
縦
横
に
駆
使
さ
れ
へ
∧
理
解
V

と
は
'
「
こ
と
ば
を
媒
介
に
し
た
情
報
の
上
り
入
れ
」

で
は
な
く
　
「
自
分
の
内
部
に
'
こ
せ
ば
の
活
動
に

ょ
っ
て
思
考
を
形
成
し
て
い
-
働
せ
」
(
Ⅱ
蔓
等
'

従
来
の
7
般
的
通
念
'
常
識
を
打
ち
破
る
意
欲
的
な

概
念
規
定
で
つ
ら
協
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
?

次
に
'
こ
う
し
た
著
者
な
ち
で
は
の
用
語
や
概
念

規
定
を
ふ
ま
え
て
、
学
習
者
全
員
の
「
授
業
進
行
過

程
.
へ
の
参
加
」
の
た
め
の
「
短
冊
カ
ー
ご
「
感
想
の

要
点
」
分
類
7
発
表
1
氏
名
付
記
の
「
発
言
摘
記
L

-213--



(
王
草
)
と
I
.
具
体
的
な
方
法
が
い
く
つ
も
発
案
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
'
こ
う
し
、
た
発
案
の
根
底
に
は
'
日
常
言

語
か
ら
峻
別
さ
れ
る
論
理
言
語
と
文
学
言
語
に
対
す

バ
い
　
　
　
　
'
小
/
¥
1
-
聖
!
-
・
'
」
草
り
一
つ

で
あ
る
文
学
教
育
論
が
形
成
さ
れ
て
い
る
ヱ
と
で
為

ろ
う
。
特
に
'
文
学
教
材
論
で
は
'
竹
内
芳
郎
氏
'

中
村
雄
二
郎
氏
へ
谷
川
俊
太
郎
氏
等
'
現
代
を
代
表

す
る
言
語
学
者
'
哲
学
者
、
詩
人
の
詩
論
が
、
.
国
語

教
育
の
場
で
翻
案
さ
れ
'
勧
果
的
に
援
用
さ
れ
て
.
い

・
r
.
サ
.
1
1
i
藁
'
他
方
0
:
'
"
蝣
'
-
 
-
0
"
・
"
'
-
T
i
・
'
,
C
s
'
~
,
¥
^
P
t
i
、

「
創
出
過
程
に
着
目
し
、
認
識
す
る
こ
と
は
、
寛
は
'

読
み
手
の
内
部
に
説
明
文
を
創
り
也
す
潜
在
力
を
植

え
つ
け
'
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
　
(
Ⅳ
草
)
と

い
う
t
.
「
創
出
過
程
」
論
が
示
さ
れ
て
い
る
.
.

こ
の
よ
う
に
'
r
本
署
F
Z
は
'
文
学
教
材
論
と
と
も

に
、
言
語
の
教
育
と
切
ヰ
結
び
'
か
つ
、
現
場
で
歓

迎
さ
れ
る
べ
き
有
力
な
教
材
論
が
提
唱
さ
れ
て
い

S
k

r
-
>
、
カ
モ
つ

浮
橋
康
彦
先
生
は
'
本
署
の
目
的
・
理
念
を
'
「
子

ど
も
た
ち
を
'
も
っ
ぱ
ら
僧
報
の
受
け
身
で
あ
る
存

在
で
な
く
'
み
ず
か
ら
事
柄
に
か
か
わ
り
'
事
柄
の

論
理
を
と
ら
え
へ
言
葉
を
操
っ
て
自
分
の
考
え
を
創

ヽ
ヽ

り
表
現
す
る
、
言
葉
使
い
の
主
役
に
育
て
た
い
と
思

う
。
」
(
ま
え
が
き
)
.
と
'
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
署
の
内
容
と
構
成
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
7
草
　
作
文
教
育
の
視
点

1
　
「
書
く
」
活
動
を
軸
に
し
た
学
習
指
導
の

諸
方
法
/
二
　
作
文
以
前
の
作
文
指
導
を
/
≡
.

気
楽
に
文
章
を
「
作
ら
せ
る
」
機
会
を
多
-

第
二
草
　
作
文
教
育
の
新
し
い
試
み

1
.
「
1
日
7
枚
材
料
貯
金
」
/
二
　
二
百
字

短
作
文
の
意
義
と
方
法
/
三
　
視
写
の
意
義
と
方

法
/
四
　
会
話
写
も
作
文
の
意
義
と
方
法
/
五

教
室
の
言
語
環
境
を
撃
見
る

第
三
章
丁
作
文
教
育
の
土
台

一
国
語
科
教
育
の
中
の
作
文
教
育
/
二
　
表

現
教
材
の
本
質
と
研
究
/
三
　
文
草
の
種
類
の
構

造
的
な
位
置
づ
け

第
四
草
　
作
文
の
指
導
過
程
と
年
間
計
画
.

T
　
「
授
業
q
'
デ
ル
」
形
成
の
条
傭
/
二
.
作

文
の
年
間
指
導
計
画
立
案
上
の
留
意
点
/
三
　
作

「
'
.
-
3
^
.
*
j
的
卜
-
n
-
が
　
　
心
"
-
'
V
.
:

第
五
草
へ
読
み
の
指
導
の
開
拓
I
作
文
指
導
の
背

景
-

一
子
ど
も
を
学
習
の
主
役
に
す
る
授
業
の
構

成
/
二
　
こ
ん
な
国
語
授
業
展
開
の
力
量
を
つ
け

よ
う
/
三
　
国
語
科
の
発
問
/
四
　
文
学
の
読
手

に
お
け
る
「
大
事
な
こ
と
ば
」
と
は
/
五
　
中
心

場
面
の
読
み
の
指
導
に
関
す
る
五
つ
の
観
点

本
署
の
特
徴
は
'
「
作
文
」
以
前
の
ゆ
た
か
な
珂

勺
起
こ
し
(
第
1
章
)
、
国
語
科
に
お
け
る
作
文
教

育
の
本
質
的
定
位
(
第
三
、
,
四
革
)
へ
読
み
の
指
導

と
の
関
連
化
(
第
五
葦
)
に
あ
る
が
'
わ
け
て
も
」

書
き
下
し
の
第
二
章
に
'
著
者
写
り
で
は
の
'
楽
し

く
自
分
の
考
え
を
創
り
表
現
す
る
た
め
の
'
具
体
的

方
法
論
が
展
開
さ
れ
て
.
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
'
藤
原
与
7
博
士
の
短
作
文
論
や
倉
沢
栄
吉

教
授
の
筆
者
想
定
法
論
と
の
関
係
な
ど
'
読
者
の
課

題
も
残
る
が
'
前
著
同
様
」
著
者
の
と
ら
え
た
教
育

事
実
や
体
験
に
沿
っ
て
'
そ
の
方
法
・
原
理
を
哉
み

と
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
'
実
践
の
場
で
具
体
的
に

活
用
さ
れ
る
べ
き
良
き
指
導
書
で
あ
る
。

「
読
む
力
を
つ
け
る
国
語
教
育
」

(
A
4
判
、
三
7
ペ
ー
ジ
、
昭
和
五
九
卑
八

月
'
初
治
図
書
刊
'
二
、
四
〇
〇
円
)

「
書
-
カ
を
つ
ガ
る
層
語
教
育
」

(
A
4
判
'
二
〇
五
ペ
ー
ジ
へ
昭
和
五
九
年
八

月
、
教
育
出
版
セ
ソ
タ
-
刊
'
二
、
五
〇
〇
円
)

(
小
森
.
　
茂
一
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